
地域脱炭素マッチングイベント2025
（暫定版）
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山武市の紹介

平成18年3月合併（成東町、山武町、松尾町、蓮沼村）

人口：47,683人(令和７年４月１日時点)

面積：146k㎡

・2019年に本須賀海岸で千葉県内初の「ブルーフラッグ取得」

位置：千葉県北東部

・農業では、野菜や果実の生産も盛んで、

春先には イチゴ園に多くの方が訪れます。
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山武市
ふるさ
と納税

山武市ふるさと
納税ＨＰ



◆陸路

都心へ車で約1時間40分
特急列車で約1時間10分
圏央道全線開通を予定で更に便利に！
（市内に２箇所のＩＣがあります。）

◆空路
成田国際空港まで車で最短約20分
空港機能強化による雇用創出への期待

◆海路
国際拠点港湾である千葉港まで車で最短50分

交通アクセス
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さんぶの森公園 道の駅オライはすぬま

苺とガンダム ネギとゾック
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人口・世帯の推移
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出所：総務省「国勢調査」

平成12年 令和２年

21％人口減
人口（人）

世帯人員
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山武市の現状と課題
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令和４年４月 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法による
「過疎地域」に松尾地区が指定される。

令和６年４月 人口戦略会議の「消滅可能性自治体」に指定される。
（平成２６年版に引き続き）

深刻な「人口減少」だけでなく、

全国平均より高い高齢化率35.2％（令和２年）と

若者の定住促進が進まず、「後継者不足」が課題

都心に近く、空港にも近い好立地

にも関わらず

全国トップクラスを誇る自慢の農産物がある

九十九里浜に臨む海水浴場など魅力的な観光資源がある



山武市の現状と課題

9

後継者不足による耕作放棄地・荒廃農地の増加が深刻化！

つまり！



山武市の現状と課題
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市内に中心となる産業がないため財政基盤が弱く、また、資産 

年齢人口の減少に伴う市税の減少が今後も見込まれるため、歳出

の見直しや自主財源の確保等計画的・効率的な行政運営が課題。

財政力指数［0.47］（千葉県平均［0.68］）

さらに！

脱炭素化促進事業への 予算確保が課題！

つまり！



ゼロカーボンへの取組と現状

令和６年12月 山武市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）を策定
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令和２年６月 千葉県で最初の山武市2050ゼロカーボンシティ宣言

平成23年３月 山武市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）を策定

令和３年２月 ゼロカーボン市区町村協議会に共同発起自治体として参画

【取組】

過去に「脱炭素先行地域」に選定されず、その後事業展開を断念。

人口減少による公共施設の見直しや財政状況などの要因から、公共施設の

再エネ化や公用車の電気化なども進んでいない。

【現状】



・耕作放棄地対策としての営農型太陽光発電事業

・住宅、民間事業者への太陽光発電普及

・市民、民間事業者、市職員の意識醸成のための人材育成

・地域新電力・地域エネルギー会社も視野に入れた再エネの導入

・自然保護に係る森林管理、活用、生物多様性事業

マッチングを望む分野
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・持続可能な農業の推進

・地域資源を活かした観光の発展

・環境保護と再生可能エネルギーの導入

望む未来像

マッチングを望む分野



市の課題と脱炭素化促進事業を結び付け
今後の山武市の発展につながるよう
共に手を取り合える企業様との出会いを期待しております。

企業に期待すること

１．企業主導の事業展開

２．持続可能な事業展開

３．発展可能な事業展開

企業ならではの専門分野のノウハウを活かした事業展開に期待

地元に馴染んだ事業計画により、継続的な事業展開に期待

市と協働による事業開始以後、地域に根差した事業展開に期待
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ご清聴ありがとうございました。
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